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月27日のセッションで、「The effects of float-
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分の考えをなんとか伝えようと懸命に身振りを加
えながら話した。質疑応答が２分という短い時間
にもかかわらず非常に長く感じたが、無事に終え
ることができ安堵と達成感を味わえた。その一方
で、もう少し流暢な質疑応答ができればよかった
という悔しい気持ちにもなった。Mini-Oralでは
短い時間の中で、参加者が時間ギリギリまで活発
な議論しており、非常に良い研究発表が行われた
と感じた。
ECSSを終えて
初めての海外発表という経験を通して、これま
での国内の発表では味わうことのできない多くの
ことを学ぶことができた。世界の多くの研究や議
論に触れることも重要であると感じたが、参加者
へどのようにすれば内容が伝わるのか、また、他
の発表者はどのように工夫して伝えようとしてい
るのかという点について改めて考えさせられた学
会であった。これまでの学会発表では、「発表す
る」というイメージが強かったが、本学会で言葉
の壁を感じたことで、いかにして「伝える」や「理
解してもらう」という次のステップへと進むこと
が必要であると感じた。８月に京都で行われた日
本体育学会や９月に東京で行われた日本体力医学
会においては、この「伝える」ということを考え
ながら発表ができるように心掛けたことで、多く
の先生方と積極的な質疑応答ができた。本大会に
おける発表は、学会発表の基礎を考えさせられた
とても意義のあった経験がであった。今後、より
多くの大学院生が海外の学会への参加を積極的に
行い、貴重な経験をしてほしいと感じた。
学会会場
筆者の発表風景
須藤明治教授の発表風景
サクラダ・ファミリア
